
隣接の唱過の湯」使用したサンドバスなど

江戸時代の中山道の中で唯一、温泉が湧く宿場町として栄えた下諏訪町
一〇その歴史を伝える旧中山道沿いの同町湯田町に、新しい温泉文化を体

感できるリラクゼーション施設「信濃圃下諏訪宿和みの湯屋つむ

ぎ」がオープンした0隣接する天然温泉「旦過の湯」の源湯を生かした「サ

ンドバス（砂風呂）」をはじめ、貸し切り露天風呂、和カフェを併設。古来

の温泉文化の継承と中山道の歴史的景観の維持保存を目的に、宿場町のに

ぎわいを呼び戻したい思いを込めた。
（樋口美世子）

天香石（奥）を焼き付け

た特製セラミックボー

ルを「砂」として利用

宿
場
町
の
温

文
化
継
承

下
諏
訪
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
施
設
オ
ー
プ
ン

運
営
す
る
ア
ル
プ
ス
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
合
同
会
社
の
代
表
・
伊
藤

英
明
さ
ん
（
5
3
）
は
、
2
年
前
に
名

古
屋
市
の
広
告
会
社
を
早
期
退
職

し
、
妻
の
実
家
の
あ
る
駒
ヶ
根
市

に
彩
住
。
知
人
の
旅
館
を
手
伝
う

な
ど
し
て
い
た
が
、
昨
年
1
0
月
、

同
町
で
も
高
温
で
知
ら
れ
る
自
適

の
湯
に
足
を
運
ん
だ
こ
と
が
転
機

と
な
っ
た
。

訪
商
工
会
議
所
に
事
業
に
つ
い
て

相
談
。
仲
介
で
源
場
に
隣
接
す
る

旧
宅
舗
旅
館
を
借
り
る
こ
と
が
で

き
、
古
い
建
物
の
趣
を
残
し
な
が

ら
改
修
し
、
今
年
7
月
中
旬
に
開

業
に
こ
ぎ
つ
け
た
。

コ
ン
セ
プ
ト
は
「
コ
コ
ロ
と
カ

ラ
ダ
を
撃
見
る
こ
と
で
、
人
は
も

っ
と
豊
か
に
生
き
ら
れ
る
」
。
サ
ン

ド
バ
ス
に
用
い
る
天
香
石
は
九
州

の
高
千
穂
で
採
取
さ
れ
る
貴
重
な

鉱
石
。
こ
の
鉱
石
を
微
細
に
砕

る
。
サ
ン
ド
バ
ス
の
後
、
汗
を
流

し
休
憩
し
て
も
ら
う
。
和
カ
フ
ェ

「
つ
む
ぎ
茶
寮
」
（
午
前
日
時
～
午

後
5
時
、
不
定
休
、
カ
フ
ェ
の
み

の
利
用
も
可
）
も
併
設
し
、
松
葉

茶
を
は
じ
め
、
地
元
食
材
や
健
康

に
こ
だ
わ
っ
た
菓
子
プ
レ
ー
ト
な

ど
を
提
供
す
る
。

伊
藤
さ
ん
は
「
歴
史
あ
る
温
泉

文
化
に
光
を
当
て
、
新
し
い
温
浴

技
術
で
現
代
の
湯
治
の
湯
屋
と
し

て
広
め
た
い
。
に
ぎ
わ
い
を
竺

出
し
、
歴
史
的
地
域
を
起
こ
し
一

い
き
た
い
」
と
地
域
活
性
化
へ
〈

思
い
を
語
っ
た
。

営
業
時
間
は
午
前
1
0
時
～
窯

7
時
。
サ
ン
ド
バ
ス
は
l
回
5
爪

0
0
円
（
税
込
み
）
。
露
天
風
呂
m

★
由
3
人
ま
で
2
0
0
盟

（
同
）
。
事
前
予
約
制
。
詳
細
は
は

社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
。

問
い
合
わ
せ
は
同
社
（
電
話
爪

こ
の
高
温
の
湯
と
、
会
社
員
時

錮
禦
讃
闊
摘
録
批
鍼

を
掛
け
合
わ
せ
る
ア
イ
デ
ア
が
ひ

ら
め
い
た
。
昨
年
末
、
町
や
下
諏

き
、
直
径
3
・
5
㍉
の
セ
ラ
ミ
ッ

ク
ボ
ー
ル
に
焼
き
付
け
た
ビ
ー
ズ

を
浴
槽
に
敷
き
詰
め
て
、
独
自
の

サ
ン
ド
バ
ス
を
実
現
し
た
。
ビ
ー

ズ
は
ュ
回
ご
と
、
日
通
の
源
場
か

ら
引
い
た
温
泉
で
温
め
、
入
浴
時

の
温
度
は
約
5
0
度
。
サ
ウ
ナ
や
岩

盤
浴
と
も
異
な
る
「
包
ま
れ
た
感

覚
」
を
体
感
で
き
る
。
県
内
初
の

温
浴
施
設
と
い
う
。

施
設
内
に
は
老
舗
旅
館
で
使
わ

れ
て
い
た
岩
風
呂
を
そ
の
ま
ま
活

用
し
た
貸
し
切
り
露
天
風
呂
も
あ

天
青
石
と
旦
過
の
湯
を
掛
け
合
わ
せ
た
新
し
い

温
浴
法
を
提
供
す
る
サ
ン
ド
パ
ス


